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会  報  

 

第 8 １ 号  

Ｍ ｔ .   Ｉ ｗ ａ ｋ ｉ     

Ｃ ｏ ｎ ｓ ｅ ｒ ｖ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ    Ａ ｓ ｓ ｏ ｃ ｉ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ  

岩木山を考える  

2 0 2 0 年 4 月 2 3 日  

発 行  

岩 木 山 を考 え る会  

会 長  小 堀 英 憲  

 

２０２０年 度 総 会 の報 告  
去 る ４月 ５ 日 、弘 前 市 民 会 館 中 会 議 室 において 、 ２ ０ ２ ０ 年 度 の総 会 を行

いま し た 。  

今 年 は新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス で 自 粛 ム ー ド の 中 、 何 名 参 加 し て く れ る の か 心

配 し ま し た が 、 感 染 の リ ス ク を お し て 総 勢 １ ９ 名 と 、 私 の 予 想 を 超 え る 参 加 者

があ り 、 改 めて会 員 のみな さ まの岩 木 山 に対 する思 いを知 る こ と がで きま し た 。  

会 議 の方 は金 枝 壽 孝 氏 の司 会 で 、 まず会 長 （ 私 ） が挨 拶 し次 に 、議 長 に

藤 原 竹 二 氏 を選 出 し 、議 事 に入 り ま し た 。  

次 第 に 沿 っ て 第 一 号 議 案 ～ 第 五 号 議 案 ま で 各 担 当 が 続 け て 提 案 し 、

（ 内 容 は議 案 書 参 照 ）  

質 疑 応 答 では 、 登 山 道 の危 険 個 所 につい て 、 風 力 発 電 につい て 、 動 植

物 調 査 の扱 いについ て な ど の 意 見 の他 、 年 間 の活 動 の数 の多 さ を 知 り 労 を

ねぎ ら う あ り が たいお言 葉 もあ り ま し た 。お言 葉 を励 みに 、総 会 で決 まっ た活 動

方 針 を役 員 一 丸 と な り 実 施 し てい き たい と 思 い ますので 、 よ ろ し く お願 い し ます 。  

※新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の状 況 に よ っ て は 、 行 事 の延 期 や 、 中 止 が あ る か も し れ

ませんので 、御 容 赦 願 います 。  

小 堀 英 憲  記  

 

☆総 会 に寄 せられた会 員 の声  

総 会 案 内 の 返 信 はが き に 寄 せ られ た 会 員 の 皆 様 の 声 を お届 け し ま す （ 紙 面

の都 合 上 、一 部 割 愛 させていただ き ま した m ( _ _ ) m ） 。  

 

  お世 話 に な っ て お り ま す 。 会 報 を お 送 り く だ さ り 、 皆 様 の 一 生 懸 命 な ご 活 動

の 様 子 を 知 る こ と が 出 来 ま し て 感 謝 い た し て お り ま す 。 今 後 さ ら に 会 の ま す ま

すのご発 展 をお祈 り 申 し上 げ ます 。  

  岩 木 山 の動 画 や写 真 は Ｔ Ｖ や イ ン タ ーネ ッ ト で 欠 か さ ず見 てお り ま す 。 見 れば

見 る ほ ど い い山 コ ダ ネ シ！世 界 中 が 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス で 動 き が 取 れ な く な っ

て し ま い ま し た 。 青 森 は 数 少 な い 未 汚 染 地 域 で すね 。 皆 様 の ご 健 康 を お 祈

り し てお り ます 。  

  体 調 不 良 のため欠 席 させ ていただ き ま す 。 新 年 度 の日 程 等 が決 ま り ま し た ら 、
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Ｆ ａ ｘ × ×××に送 付 して く だ さい 。 いつ も ご苦 労 様 です 。  

  いろい ろ な行 事 に参 席 せず申 し訳 な く 思 っ てお り ま す 。興 味 深 く 報 告 書 を見

ていつ も感 心 し てお り ま す 。御 盛 会 を祝 し ま す 。  

  岩 木 山 ス カ イ ラ イ ン の 途 中 の 泉 の （ 清 水 ？ ） 枯 渇 、 硫 黄 の 消 失 、 少 雪 を 危

惧 し てお り ま す 。地 球 規 模 の変 動 なのか素 人 判 断 の日 々です 。  

  ご無 沙 汰 し てお り ま す 。 母 が 認 知 症 の診 断 を受 け てか ら １ ０ 年 目 に な り ま す 。

相 変 わ ら ず 明 る く 元 気 に し て お り ま す が 、 判 断 力 、 理 解 力 の 衰 え は い か ん と

も し 難 い と こ ろ で す 。 そ う い う 事 情 ですの で 、 総 会 も 残 念 で すが出 席 を 見 送 ら

せていただ き ます 。皆 様 の ご活 躍 心 か らお祈 り し てお り ます 。  

  青 森 市 内 か ら見 え る岩 木 山 はち ょ っぴ り 見 え る 場 所 と 堂 々 と その姿 が見 え る

場 所 、 そ し て 雲 等 に よ り 千 変 万 化 （ ？ ） を 楽 し ん でお り ま す 。 ま た 、 夏 泊 半 島

等 よ り は 海 、 低 山 、 そ の 上 に 岩 木 山 と 、 常 に 山 を 見 て 、 考 え る 会 の 存 在 を

改 めて思 ってお り ま す 。  

  御 苦 労 様 で す 。 い ろ い ろ な 活 動 に 参 加 で き ま せ んが 、 会 報 は し っ か り 読 ん で

います 。  

  お便 り を い つ も 楽 し み に し て お り ま す 。 ９ ０ 歳 の 夫 の 事 で 自 由 に 外 出 で き な い

状 態 です 。  

  コ ロ ナ ウ イ ル ス の 事 も あ り 、 外 出 を 控 え てい ま す 。 青 森 は 大 丈 夫 だ と 思 い ま す

が 、 高 齢 の事 も あ り 気 をつ け てい ます 。 宜 し く お 願 い し ま す 。 事 務 局 の皆 様 ご

く ろ う さ ま 。  

  毎 度 あ り が と う ご ざ い ま す 。 手 広 く 広 報 に ご 活 躍 あ り が と う 。 最 近 は ま る で 障

害 児 状 態 で残 念 でいます 。 よ ろ し く お願 いいた し ます 。  

  半 月 ほ ど入 院 し た 時 、 ４ 階 の 病 窓 か ら 、 特 に 朝 夕 、 岩 木 山 を見 ては崇 敬 の

念 を抱 いた 。岩 木 山 に負 の イ メ ー ジを付 し てはな ら ない 。  

  い つ も 欠 席 で 申 し 訳 あ り ま せ ん 。 岩 木 山 の 雄 姿 に 慰 め ら れ る 毎 日 で す 。 出

席 で き ませんが皆 さ まの ご活 躍 に感 謝 申 し上 げ ます 。 今 年 も一 会 員 と し て 参

加 いた した く 存 じ ま す 。  

  目 下 自 宅 リ フ ォー ム中 です 。自 然 が自 然 ではな く な っ てい る よ う な今 日 この頃 、

岩 木 山 の植 物 、 動 物 、樹 木 、貴 重 ですね 。 ど う ぞ ご盛 会 であ り ます よ う に 。  

  投 函 遅 く な り す み ま せん 。 「 岩 木 山 を考 え る 」 の 会 報 ８ ０ 号 の感 想 を読 んでの

一 言 を 書 き ま す 。 小 堀 さ ん 、 川 村 さ ん 、 竹 浪 協 子 さ ん の 廻 堰 で 渡 り 鳥 を 観

察 し た 様 子 や感 動 を読 み 、 一 度 は観 察 に出 かけ た い と 思 い ま し た 。 ま た 、 砂

沢 ため池 は一 度 も 行 っ た こ と が な いの ですが 、 マ ガ モ ・ コ ガ モ ・ カ ワ ウ は ど こ かで

見 え るの で目 に浮 かべ る こ と が出 来 ま した 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

  会 報 の お か げ で 、 自 然 の 素 晴 ら し さ や 自 然 保 護 の 大 切 さ に 気 付 かせ て も ら

い 、 楽 し ん で い ま す 。 ４ ～ ５ 年 前 か ら と 思 う け ど 、 １ ０ １ 号 線 を秋 田 県 側 に 車 を

走 ら せ る と 、 数 本 の 樹 木 が 丸 ご と 枯 れ て い る の を 見 か け ま し た 。 な ん と そ の 景

色 が 今 で は 十 二 湖 近 辺 に も 見 ら れ る よ う に な り 、 「 ナ ラ 枯 れ 」 と 分 か り ま し た 。
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地 球 温 暖 化 問 題 、 自 然 保 護 問 題 等 「 岩 木 山 を 考 え る 会 」 の 課 題 大 変 で

すが 、楽 し ま せて も ら い ます 。  

  退 会 し ま す 。 ふつ う に 歩 く こ と も む ず か し く 、 こ の ご ろ は 白 内 障 も 進 み 、 車 の 運

転 も危 ない状 態 です 。残 念 です 。  

  毎 年 多 彩 な 活 動 を 展 開 し て い て す ご い な と 思 い ま す 。 岩 木 山 信 仰 の 事 や

火 山 と し ての姿 な どについて 、市 民 講 座 かエ ク ス カーシ ョ ン を企 画 し て く だ さ い 。  

  山 を歩 いてゆ った り と 生 き たい と 思 っ てい ます 。今 後 と も よ ろ し く 。  

  私 はバ ッ ク カ ン ト リ ー ス キ ー を好 んで 、 大 鰐 ス キー 場 を 主 に 滑 走 し てお り ま す 。

し か し 、 地 球 温 暖 化 の影 響 なのか 、 ４ 年 程 前 か らパ ウ ダース ノーには逢 ってお

り ま せ ん 。 岩 木 山 の 積 雪 も 今 年 は少 な い よ う で す が 、 現 状 報 告 を お願 い し ま

す 。  

  稀 にみ る 暖 冬 で助 か り ま し た 。 当 地 の最 高 積 雪 は約 ４ ０ ｃ ｍ で 例 年 の １ / ３ 程

で し た 。 今 年 も ど う か よ ろ し く お願 い申 し上 げます 。  

  岩 木 山 は満 ５ 歳 の 初 登 山 以 来 の長 い付 き 合 い で し た 。 美 し く 雄 々 し い姿 が

これか ら も 永 く 続 く こ と を 祈 っ てい ます 。  

 

第 １ 回 岩 木 山 講 座  春 の 観 察 会  

【 ス プ リ ン グ エ フ ェ メ ラ ル 】  

長 か っ た 冬 も 終 わ り 、 ブ ナ 林 で は 木 々

の大 き く 膨 ら ん だ 芽 と 、 地 上 の草 花 を 見

る こ と がで き る季 節 とな り ま し た 。  

岩 木 山 を考 え る会 では 、春 の百 沢 スキ

ー場 下 石 切 沢 周 辺 の 山 野 草 や 木 々の

様 子 を 散 策 す る 観 察 会 を ５ 月 ９ 日 （ 日 ）

に 企 画 し て い ま し た が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 禍 で 行 事 の 中 止 が 続 い て い て 、 残 念

で す が 当 会 と し て も 今 回 の 観 察 会 を 中

止 する こ と と い た し ま し た 。  

状 況 が落 ち着 いて きま し た ら再 度 企 画 したい と思 います 。  

金 枝 壽 孝  記  

 

第 ２ 回 岩 木 山 講 座 「 弥 生 ス キ ー 場 跡 地 観 察 会 」  

２ ０ １ １ 年 の 石 切 沢 観 察 会 の

様 子  
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第 ２ 回 目 講 座 は ６ 月 １ ４ 日 （ 日 ）

に 弥 生 ス キ ー 場 跡 地 で 行 う 予 定 で

した 。  

こ の 観 察 会 は 、 弘 前 市 が弥 生 ネ

ッ ト の 支 援 の 下 で 「 親 子 で 自 然 観

察 会 ｉ ｎ 弥 生 ス キー場 跡 地 （ 弥 生 の

森 ） 」 と し て 開 催 し て い ま す 。 当 会 も

協 力 し て い る ので 、 跡 地 が回 復 し て

き てい る 様 子 を 、 「 生 き も の さ が し 」 な

ど を し な が ら 一 緒 に 楽 し み た い と 考

えてい ま し たが 、 こ ち ら も 市 の公 園 緑

地 課 か ら 「 参 加 者 の安 全 を考 え て 、 残 念 ですが中 止 と さ せ て い ただ き ます 。 」

と の 連 絡 が 入 り ま し た 。 そ こ で 第 ２ 回 岩 木 山 講 座 も 中 止 と い た し ま す 。   竹

浪 純  記  

 

第 ２ ６ 回 写 真 展 「 私 の 岩 木 山 」 を 振 り 返 っ て  

恒 例 の写 真 展 は ２月 ７ 日 （ 金 ） ～ ９ 日 （ 日 ） Ｎ Ｈ Ｋ ギ ャ ラ リ ーで ３ 日 間 行 われ 、

１ ２ ７ 名 の 来 場 者 が あ り ま し た 。 暖 冬 の今 シー ズ ン で し た が 、 会 期 中 は大 雪 に

見 舞 われ て少 ない来 場 者 で し た 。 当 会 は昨 年 、 発 足 か ら ２ ５ 周 年 を むかえ ま

し た 。 写 真 展 ではそれ を記 念 し て年 表 「 ２ ５ 周 年 の あ ゆ み 」 を 作 成 し 、 写 真 や

当 時 の新 聞 記 事 と共 に掲 示 し ま し た 。写 真 の出 展 者 は １ ３ 名 、 出 展 数 は ６ ０

点 で し た 。 写 真 に添 え られ た 、 コ メ ン ト に 、 岩 木 山 への思 いを感 じ ま し た 。 今 回

は作 品 の タ イ ト ル と 、 作 品 の中 の一 点 のみですが 、 コ メ ン ト を 紹 介 させて頂 き ま

す 。 （ 筆 者 が適 宜 選 択 し てお り ます 。 勝 手 をお許 し下 さ い 。 又 、 敬 称 は略 し ま

す 。 ）  

                                【  コ メ ン ト  】  

森 山 豊  １  初 冠 雪  

２  岩 木 三 山  

３  深 緑 時  

 

宮 本 孝

紀  

１  1 0 月 の 岩 木 山  

２  8 月 の 岩 木 山  

 

倉 坪 芳

子  

１  リ ン ゴ 畑 か ら 見 た 小 栗 山 神

社 と 岩 木 山  

２  お山 参 詣  

１  畑 か ら 見 え る 岩 木 山 が 好

き です  

尾 坂 康  １  岩 木 山 神 社  お山 参 詣  

２  岩 木 山 神 社 か ら お 山 を 見 る  

３  岩 木 山  鳥 の 海 火 口  

４  東 北 ・ 北 海 道 新 幹 線 は や ぶ

さ と 岩 木 山  

３  岩 木 山 鳥 の 海 火 口 か ら

は 、 岩 木 山 頂 と 広 大 な

岩 木 平 野 、 日 本 海 を

一 望 す る こ と が 出 来 ま

す 。  
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５  岩 木 川 の 芦 と 岩 木 山  

藤 原 竹

二  

１  岩 木 山 頂 へ  

２  赤 倉 御 殿 か ら 岩 木 山 頂 を 望

む  

３  錫 杖 清 水 に 咲 く ミ チ ノ ク コ ザ ク

ラ  

４  岩 木 川 と 岩 木 山  

５  り ん ご 公 園 か ら の 岩 木 山  

５  百 沢 登 山 道 大 沢 雪 渓 の

錫 杖 清 水 上 部 に 、 ミ チ

ノ ク コ ザ ク ラ が 咲 き 始 め て

い た 。  

佐 藤 文

猛  

１ ， ２  不 思 議 な 標 柱  

３  岩 木 山 の あ る 風 景 ～ 掘 越 城

と し の 桜  

４  同 上 ～冬 の 弘 南 電 車  

５  同 上 ～春 の 夕 陽  

６  同 上 ～満 開 の チ ュ ー リ ッ プ  

３  浅 瀬 石 川 河 川 敷 を 歩 い

て い た ら ち ょ う ど 夕 陽 が

岩 木 山 へ  

中 山 康

二  

１  夕 映 え  

２  雪 形  

３  当 日 の 気 温 － ７ ℃  
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※  会 場 に前 会 長 阿 部 東 氏 が 「 岩 木 山 の昆 虫 」弥 生 観 察 会 で採 集 された

標 本 を中 心 にした ものを ２ ケー ス展 示 され ま し た 。     

                           藤 原  裕 貴 子  記   

 

第 ５ 回 岩 木 山 講 座「 岩 木 山 の 雪 上 観 察 会 」を 行 い ま し た  

３ 月 ２ ２ 日 （ 日 ） 岩 木 山 南 山 麓 で も 湧 水 が 多 い 平 沢 右 岸 と 柴 柄 沢 の 雪

原 （ 標 高 ３ １ ０ ～ ３ ９ ０ ｍ ） を ス ノ ー シ ュ ーやカ ンジ キ をは き １ ２ 名 の参 加 者 で巡 り

 ３  禊 （ み ぞ ぎ ）  

４  コ ウ ノ ト リ  

 

金 枝 壽

孝  

１  北 帰 行  雁 行 飛 行  

２  北 帰 行  旅 立 ち  

３  夕 焼 け 雲  

４  太 陽 柱  

１  夕 焼 け 空 の 中 、 北 帰 行

の 鳥 た ち が 岩 木 山 を 横

切 っ て 飛 ぶ 様 子 を 撮 影  

 

竹 浪 協

子  

１  岩 木 山 一 周 ツ ー リ ン グ  

２ ～ ４  同 上  

１  反 時 計 周 り だ と 下 り が 終

わ り こ れ か ら つ づ ら 折 り の

ゲ キ 坂 を 登 ら な き ゃ い け

な い と 覚 悟 を 決 め る あ た

り に あ る 道 祖 神  

飛 鳥 和

弘  

１  ニ ホ ン ザ ルの グ ル ー ミ ン グ  

「 カ ワ セ ミ の 子 育 て 」  

１  求 愛 給 餌  ２  巣 穴 堀 り  

３  交 尾    ４  捕 食  

５  餌 取 り   ６  餌 運 び  

７  巣 を 出 る  ８  巣 立 ち  

１  「 サ ル の ノ ミ 取 り 」 こ れ は 日

常 的 な 挨 拶 行 動 で 、 お

互 い に 毛 づ く ろ い を し 合

っ て い る の で す  

花 田 一

雄  

１  滝 の 落 込 みか ら  

２  不 動 滝  

３  大 し め 縄  

４  イ ワ ウ メ  

５  ノ ビ ネ チ ド リ  

６  コ ミ ヤ マ カ タ バ ミ  

７  イ ワ ヒ ゲ  

８  ハ ク サ ン チ ド リ  

９  サ ン カ ヨ ウ  

３  結 界 エ リ ア  

竹 浪 純  １  真 冬 の 陽 光  

２  耳 成 岩 の 向 こ う に 山 頂 を 望

む  

３  白 神 山 地 の 夜 明 け  

４  氷 塊 の 索 道  

５  ２ ０ ２ ０ ， ２ ， ３  

３  太 陽 が 山 体 か ら 顔 を の ぞ

か せ 、 白 神 山 地 を 照 ら

し 始 め て 、 こ の ま ま 落 ち

着 い た 天 候 が 続 け ば 良

か っ た の だ が ・ ・ ・  

阿 部 東  １  ア オ モ リ ト ド マ ツ の 再 確 認  【 ２ ０ １ ９ ． １ ０ ． ３ ０ 】  
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ま し た 。 生 き物 については 、奈 良 岡 さ んが講 師 です 。 「 ク ス サ ン 」 （ ヤ ママユガ科 ）

の 一 年 の 成 育 史 の 資 料 を 配 布 し 、 途 中 で 繭 の 抜 け 殻 に で あ っ た 際 そ の 説

明 を受 けま し た 。植 物 と コー スの案 内 は花 田 一 雄 さんです 。  

暖 冬 小 雪 で 、車 道 か ら雪 上 には さ っ と移 動 。緩 んだ雪 に時 々深 くぬか る事 は

あ り ま し た 。 タ ニ ウ ツ ギ （ 谷 空 木 、 バ ラ に な っ て い る ので目 につ きやすい ） の 名 前

の 由 来 、 カ ラ マ ツ な ど に 太 く 巻 き 付 い た 藤 の ツ ル の 巻 き 方 の 話 し を 聞 く 。 ま た

春 を 告 げ るマ ンサ ク に も 出 会 え ま し た 。 こ の数 年 では初 めてです 。 最 後 に川 の

上 流 に向 か っ て い る と い う セ ッ ケ イ カ ワ ゲ ラ に も 出 会 え ま し た 。 穏 やか な 春 空 の

下 、 岩 木 山 の残 雪 期 の自 然 を楽 し め ま し た 。 同 行 し た 、 地 元 紙 記 者 が 、 観

察 会 の模 様 を大 きいスペースで記 事 にして報 じ て くれま した 。  

                                 藤 原  裕 貴 子  記             

 

雪 上 観 察 会 ＜ 感 想 ＞  

３ 月 ２ ２ 日 岩 木 山 の 雪 上 観 察 会 に 参 加 し ま し た 。 春 桜 の 頃 や 新 緑 の 岩

木 山 を 巡 る 事 は あ っ た のですが 、 雪 解 け の頃 は初 め て で し た 。 ゆ っ く り 解 説 を

し て 頂 き な が ら 上 を 向 い た り 下 を 向 い た り 、 芽 吹 く 木 々 の節 の形 、 つ る の 絡 み

か た 、 ド ラ イ フ ラ ワ ー と な っ た ツ ル ア ジ サ イ 、 マ ン サ ク の 花 。 ２ 月 下 旬 か ら 続 く 新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 で イ ベ ン ト の 中 止 、 外 出 の自 粛 と 暗 い 気 持 ち で 迎 え

る春 でし たが 、自 然 の中 では毎 年 同 じ よ う に春 は訪 れてい るのだ と感 じ ま し た 。  

 去 年 は 春 か ら 秋 頃 ま で 、 岩 木 山 で の い ろ ん な イ ベ ン ト に 、 私 自 身 も 参 加 し

楽 しみま し た 。  

初 秋 に 嶽 コ ー ス 、 弥 生 コ ー ス か ら 山 頂 ま で 登 っ た の で す が 、 リ フ ト を 使 っ て

気 軽 に山 頂 に登 る軽 装 の観 光 客 が多 いのに もびっ く り し ま し た 。今 年 はゆ っ く

り 自 然 観 察 を し な が ら 、 ま た 山 の ル ー ル を 守 り な が ら 、 岩 木 山 を 楽 し み た い と

思 います 。結 局 みんな津 軽 の人 は岩 木 山 が好 きなんだ と思 います 。  

平 田 美 子  記  

 

行 事 、会 議 等 の日 程 のご案 内  
４ 月 ５ 日 の総 会 後 、第 １ 回 幹 事 会 を ７ 日 に開 催 し 、 年 間 の行 事 ・ 会 議 日

程 を 決 め ま し た 。 こ れ ま で 、 岩 木 山 講 座 へ の参 加 の ご 案 内 を し て き ま し た が 、

それ以 外 に も調 査 や刈 り払 いな ど の活 動 や会 議 があ り ます 。 こ う し た活 動 に も

会 員 の皆 さんに参 画 していただけ る よ う に 、 日 程 と 申 込 窓 口 をお知 らせす る こ

とに し ま し た 。是 非 、多 くの会 員 の皆 さんの参 加 をお待 ちし てお り ます 。  

（ 申 込 窓 口 は 、 竹 浪 事 務 局 長 宛  ℡ 0 7 0 - 6 9 5 2 - 2 6 1 4  f a x 0 1 7 2 - 8 8 -

6 6 5 6  M a i l  t a k e n a m i 1 7 1 7 @ g m a i l . c o m ）  

※新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の状 況 次 第 では 、 今 後 中 止 の可 能 性 も あ り ま す ので

ご了 承 く だ さい 。 中 止 のお知 らせは 、申 込 者 に個 別 にお知 らせいた し ます 。  

 

５ 月  ９ 日 （ 土 ）  第 １回 岩 木 山 講 座 →中 止  

mailto:takenami1717@gmail.com
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６ 月 １ ４ 日 （ 日 ）  第 ２回 岩 木 山 講 座 →中 止  

６ 月 ２ １ 日 （ 日 ）  追 子 森 （二 子 沼 ）登 山 道 調 査 （ 往 復 徒 歩 ）  

  ７ ： ０ ０  嶽 温 泉 駐 車 場 集 合  

６ 月 ２ ４ 日 （ 水 ）  嶽 登 山 道 調 査 （ 自 動 車 で ８ 合 目 タ ー ミ ナ ル ま で 移 動 、

下 山 ）  

  ８ : ０ ０  嶽 温 泉 駐 車 場 集 合  

６ 月 ２ ９ 日 （ 月 ）  百 沢 登 山 道 調 査 （ 自 動 車 で ８ 合 目 ター ミ ナ ル ま で移 動 、

リ フ ト 利 用 、 下 山 ）  

  ８ ： ０ ０  岩 木 山 神 社 集 合  

７ 月 ６ 日 （ 月 ）  弥 生 登 山 道 調 査 （ 自 動 車 で ８ 合 目 ター ミ ナ ル ま で移 動 、

リ フ ト 利 用 、 下 山 ）  

８ ： ０ ０  弥 生 い こいの広 場 駐 車 場 集 合 （下 側 の駐 車 場 ）  

７ 月 ８ 日 （ 水 ）  ミ ズ バ シ ョ ウ 沼 付 近 ゴ マ シ ジ ミ 保 護 の た め の ス ス キ の 刈 り

払 い作 業  

１ ０ ： ０ ０  嶽 湯 段 温 泉 途 中 の ミ ズバシ ョ ウ沼 駐 車 場 集 合   

７ 月 １ ２ 日 （ 日 ）  赤 倉 登 山 道 調 査 （ 自 動 車 で ８ 合 目 ター ミ ナ ル ま で移 動 、

リ フ ト 利 用 、 下 山 ）  

  ８ ： ０ ０  赤 倉 神 社 前 駐 車 場 集 合  

７ 月 ２ ０ 日 （ 月 ）  長 平 登 山 道 調 査 （ 自 動 車 で ８ 合 目 ター ミ ナル ま で移 動 、

リ フ ト 利 用 、 下 山 ）  

  ８ ： ０ ０  鯵 ヶ沢 スキー場 長 平 登 山 口 駐 車 場 集 合  

８ 月 ９ 日 （ 日 ）  岩 木 山 登 山 ～修 験 道 の道 赤 倉 コー ス～ （ 会 員 対 象 ）   

６ ： ３ ０  百 沢 岩 木 山 神 社 前 集 合  乗 合 で移 動    

７ ： ３ ０  赤 倉 神 社 前 出 発   １ ２ ： ３ ０ 頂 上  １ ４ 時  ８ 合 目 ター ミ

ナル    

バ ス 利 用 で 百 沢 岩 木 山 神 社 ま で  乗 合 で 赤 倉 神 社 へ 移 動  

解 散  

参 加 費 １ ０ ０ 円  登 山 の服 装 、 登 山 靴 、 手 袋 、 雨 具 、 昼 食 、

水  （ 雨 天 中 止 ）   

８ 月 ２ ５ 日 （ 火 ）  長 平 登 山 道 湿 地 調 査  

  ８ ： ０ ０  鯵 ヶ沢 スキー場 長 平 登 山 口 駐 車 場 集 合  

８ 月 ３ ０ 日 （ 日 ）  第 ３回 岩 木 山 講 座  ゴマシジ ミ観 察 会  

  １ ０ ： ０ ０  嶽 ミ ズバシ ョ ウ沼 公 園 駐 車 場 集 合  参 加 費 １ ０ ０ 円  

９ 月 １ ９ 日 （ 土 ）  弥 生 スキー場 跡 地 （弥 生 の森 ）秋 の観 察 会   

  １ ０ ： ０ ０  弥 生 い こいの広 場 駐 車 場 集 合  

１ ０ 月 １ ８ 日 （ 日 ）  第 ４ 回 岩 木 山 講 座  秋 のキ ノ コ 汁 と 自 然 観 察 会 （ 場 所

未 定 ・ ９ 月 会 報 で詳 報 掲 載 ）   

１ １ 月 １ ５ 日 （ 日 ）  第 ５ 回 岩 木 山 講 座  廻 堰 で 岩 木 山 と 野 鳥 を観 る （ ９ 月

会 報 で詳 報 掲 載 ）  

２ 月 ５ ～ ７ 日 （ 金 ～日 ）  写 真 展 「 私 の 岩 木 山 」  於 、 Ｎ Ｈ Ｋ 弘 前 支 局 ホー

ルにて （ １ ２ 月 会 報 で詳 報 掲 載 ）  

３ 月 １ ４ 日 （ 日 ）  第 ６ 回 岩 木 山 講 座  春 の雪 上 観 察 会 （ １ ２ 月 会 報 で詳

報 掲 載 ）  
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座 学 は現 在 検 討 中 （ ９ 月 ま た は 冬 期 間 に実 施 予 定 。 確 定 し 次 第 会 報

に掲 載 ）  

 

 

 

＊会 員 継 続 と 2 0 2 0 年 度 会 費 納 入 のお願 い＊  

 平 素 当 会 の活 動 にご理 解 、 ご支 援 をいただきあ り が と う ご ざいます 。今 年

の会 費 を 未 納 の方 には引 き 続 き 、 会 員 継 続 と ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い い

たし ます 。  

 

＊幹 事 募 集 と幹 事 会 への参 加 呼 びかけ＊  

 会 の企 画 ・ 運 営 に参 加 し て く だ さ る 方 を 募 集 し てい ま す 。 ま ずは 、 毎 月 第

一 火 曜 日 （ ５ 月 は 第 二 火 曜 日 ） に 開 催 し て い る 幹 事 会 に 顔 を 出 し て み

ませんか？日 頃 、 岩 木 山 につい てお気 づ き の こ と や考 え てい る こ と な ど 、 ざ

っ くば らんにお聞 かせ くだ さい 。百 石 町 展 示 館 ２ F 午 後 ６時 ～ 。  

５ / １ ２  ６ / ２  ７ / ７  ８ / ４  ９ / １  １ ０ / ６  １ １ / １ ０  １ ２ / １  １ / ５  ２ / ２  ３ / ２  

 

※編 集 後 記  

前 回 の会 報 発 行 は１２月 、あれからたった４か月 で新 型 コロナウイルスによって世 界

がここまで激 変 するとは誰 が想 像 できたでしょうか？外 出 の自 粛 により町 から人 が消 え

特 に飲 食 店 の方 々は大 変 困 難 な状 況 にあると思 います。トイレットペーパーが足 りなく

て騒 いでいた頃 はまだ良 かったのではないでしょうか？我 が家 は農 家 なので特 に仕 事

には影 響 ないのですが、子 供 たちが学 校 に行 けたり行 けなかったりで大 変 です。新 型

コロナウイルスによる経 済 活 動 の低 下 により大 気 汚 染 や温 室 効 果 ガスの排 出 が減 少

しているというニュースを見 ました。そのことだけ見 たら良 いことだと思 いますが、今 は全

く喜 べないです。ひょっとしたら以 前 より岩 木 山 も少 し綺 麗 に見 えるのかもしれませんね。

出 来 ることなら、人 類 は疫 病 などによって止 む無 くではなく、自 らの意 思 とテクノロジー

で環 境 問 題 を克 服 して欲 しいものです。一 刻 も早 くこの事 態 が収 束 することを願 って

います。  

小 倉 慎 吾  記  

会 報  「 岩 木 山 を 考 え る 」 第 ８ １ 号 （ ２ ０ ２ ０ 年 ４ 月 ２ ３ 日 ） 発 行 ／岩 木 山 を考

える会  

会 長  小 堀 英 憲  〒 ０ ３ ６ - ８ １ ３ １ 青 森 県 弘 前 市 千 年 ４ - １ ２ - １ ５  

／電 話 ０ １ ７ ２ - ８ ７ - １ ９ １ ０  

事 務 局 長  竹 浪  純 ／電 話 ０ ７ ０ - ６ ９ ５ ２ - ２ ６ １ ４  

郵 便 振 込 口 座 番 号  ０ ２ ３ ８ ０ - ０ - ３ ７ ９ １ ４  振 込 先 ：岩 木 山 を考 え る会  


